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ＴＫ－１６６０Ａ／ＡＶとＴＫ－１７７０との違い説明書

■１ 概要

 ◇できるだけ互換性を維持するように努めていますが、機能の追加に伴い、若干の変更箇所があります。

 ◇コマンドやデフォルト値は全て同じで、主にマイクロＳＤ関係のコマンドを追加しています。

■２ 変更箇所

 ◇電源電圧範囲を、ＴＫ－１６６０Ａ／ＡＶのＤＣ５～２４Ｖから、ＤＣ５～１５Ｖに変更しています。

 ◇ＴＫ－１６６０Ａ／ＡＶのＣＮ１２を、マイクロＵＳＢとマイクロＳＤカードインターフェースに変更しています。

  オプションのリレーユニット（ＴＫ－９６１０ＢＳＩ）やＢｌｕｅｔｏｏｔｈユニット（ＢＴ－５２００Ｄ）は使用できなくなります。

 ◇ＴＫ－１６６０ＡＶのみの音声録音・再生機能を、標準機能にしています。

 ◇電話回線から受話出力と、送話入力から電話回線への信号遅延時間を短縮しています。

 ◇Ｓ／Ｎを改善しています。

 ◇エコーキャンセラの性能（減衰時間と量）を改善しています。

 ◇ラインエコーキャンセラの処理時間を、１６ｍｓから６４ｍｓ（音響エコーキャンセルと同じ）に拡張しています。

 ◇音響エコーキャンセラのハウリング防止１０ｄＢ固定アッテネータを止め、ライン・音響共通可変アッテネータに変更しています。

 ◇使用環境変化がない場合に、エコーキャンセラの初期値をエコーが収束した状態にすることができます。

 ◇ＴＫ－１６６０Ａ／ＡＶの制御入出力（ＣＮ３）の８チャンネルアナログ入力を、４チャンネルに変更しています。

 ◇ラインの絶縁を、デジタルからアナログトランスに変更し、雑音（ＥＭＩ）を低減しています。

  回線モニター機能は使用できなくなります。

  無電圧回線への信号入出力が可能です。

◇通話録音が可能です。（デフォルトは相手先の音声を録音します。）

◇ノイズゲート機能により、ホワイトノイズをミュート可能です。

（ＴＫ－１６６０Ａ／ＡＶは、Ｖｅｒ１．８１以降対応。従来はＡＧＣ（自動ゲイン制御）を有効にする必要がありました。）

◇内線呼出信号（ＳＩＲ）に対応しています。（ＴＫ－１６６０Ａ／ＡＶは、Ｖｅｒ１．８１以降対応）

◇ナンバーディスプレイの呼出信号（１秒周期のリング）を、併設電話機に伝達しないようにできます。

◇未登録の発信電話番号受信の呼び出し（リング）を拒否するようにできます。

■３ 追加コマンド

フラッシュメモリー設定

用途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド デフォル

ト

発信電話番号受信結果の登録件数を指定 ＡＴＳ４８＝ｂｂｂ ＃００４８ｂｂｂ＊ ０

発信電話番号受信結果の登録方法を指定 ＡＴＳ４９＝ｂｂｂ ＃００４９ｂｂｂ＊ ０

識別自動着信の制御方法を指定 ＡＴ！Ｃ３ ＃５７３＊ ０

      〃 ＡＴ！Ｃ４ ＃５７４＊ ０

エコーアッテネータを指定 ＡＴ！ＶＡｔ ＃２２ｔ＊ ０

ＳＤカードのマウント（ディスクの挿入）を指定 ＡＴ＃ＳＤＭｓ １

併設電話機のナンバーディスプレイ対応を指定 ＡＴ＃ＴＮｓ ＃２４ｓ＊ ０

音声録音に通話（ライン入力＋ライン出力）を指定 ＡＴ＃ＶＲＬｓ ＃２３ｓ＊ ０

音声録音・再生にＳＤカードを指定 ＡＴ＃ＶＳＤｓ ０

無電圧回線への接続を指定 ＡＴ＊Ｈｓ ＃２１ｓ＊ ０

指定番号と一致する電話番号メモリーの消去 ＡＴ＊Ｚｎｎ・・・ｎ ９９ｃｃｎｎ・・・ｎ
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制御コマンド

用途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド

ルートディレクトリのファイル一覧の参照 ＡＴＩ２２

カレントシリアルインターフェース名の参照 ＡＴＩ２３

最後に受信した発信電話番号の参照 ＡＴＩ２４

ファームウェアの更新 ＡＴＵｎｎ・・・ｎ

ファイルから設定の読み出し

※起動時に「ATZ= CONFIG0.HEX」を自動実行
ＡＴＺ＝ファイル名

エコーキャンセラの初期値を初期化 ＡＴ！ＶＥＣｔ

エコーキャンセラの初期値を読み込み

※起動時に「AT!VEL= COEFF0.HEX」を自動実行
ＡＴ！ＶＥＬ＝ファイル名

エコーキャンセラの初期値を保存 ＡＴ！ＶＥＳｔ／＝ファイル名

ファイルへ設定の保存 ＡＴ＆Ｗ＝ファイル名

音声録音・再生制御コマンド

用途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド

音声ファイルの削除 ＡＴ＃ＳＤＣ＝ファイル名

音声ファイルを再生 ＡＴ＃ＳＤＰ＝ファイル名

音声をファイルへ録音 ＡＴ＃ＳＤＲ＝ファイル名

音声ファイルを音声メモリー番号に読み込み ＡＴ＃ＳＤＬｕｕ＝ファイル名

音声メモリー番号からファイルへ保存 ＡＴ＃ＳＤＳｕｕ＝ファイル名

■４ マイクロＵＳＢインターフェースについて

ＴＫ－１６６０Ａ／ＡＶのオプション（ＵＴ－５２００Ｄ）とは以下の違いがあります。

◇ミニＵＳＢソケットからマイクロＵＳＢソケットに変更しています。

◇ポート（ＣＤＣ）は、ＵＳＢ－シリアル変換を行っていないため高速ですが、本装置の電源入り切りや再起動で、

ＰＣのドライバーが一時的に無効になるため、通信ポートを開き直す必要があります。

◇ポート（ＣＤＣ）は、ハードウェアフロー制御をＤＴＲ／ＤＳＲにする必要があります。

◇マイクロＳＤカードの使用で、ＵＳＢディスク（ＭＳＣ）として読み書きできます。

 ※上記に問題がある場合は、オプション（ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＤ）とＵＳＢ－シリアル変換アダプターを使用して下さい。

■５ マイクロＳＤカードインターフェースについて

マイクロＳＤカードの使用で、以下のことが可能になります。

◇「AT#VSD1」コマンド設定で、長時間の音声録音・再生が可能になります。
◇「AT&W=CONFIG0」コマンドで設定を保存すると、保存した内容で起動するようにできます。
◇ＯＳがＷｉｎｄｏｗｓであれば、弊社設定ソフトで「CONFIG0.HEX」を作成できます。
◇マイクロＵＳＢインターフェース経由で、ＦＡＴ３２フォーマットに対応したＰＣから、コピーや貼り付けが可能です。

 ※上記により、万一、本装置が故障した場合、本装置を交換するだけで元の状態に戻すことができます。

■６ ノイズゲートについて

アンプによる拡声やヘッドセットの使用時、「AT#VLC2」コマンド設定でホワイトノイズをミュートできます。
 「AT#VLD1=xx」（xx：ゲート閾値）コマンド設定で、ミュートする信号レベルを指定できます。

■７ 追加動作状態確認

 動作状態確認に、着信時通話可能状態（選択番号１１５）を追加しました。（ＴＫ－１６６０Ａ／ＡＶは、Ｖｅｒ１．８２以降対応）

■８ 追加制御動作

 制御設定動作に「音声録音」を追加しました。（ＴＫ－１６６０ＡＶは、Ｖｅｒ１．８２以降対応）

 例１）着信や併設電話機のオフフックで音声録音を開始し、任意または特定のＤＴＭＦ信号検知で音声録音を終了し、グループ通報を行なえます。

発信電話番号受信結果（ナンバーディスプレイ）の登録を使用すれば、本装置に対し、発着信通話試験を行えます。

 例２）特定のＤＴＭＦ信号検知で音声録音を開始し、特定のＤＴＭＦ信号検知で音声録音を終了後、グループ通報を行なえます。
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